
＜機械・農作業の共同化を実施している事例＞

○機械・農作業の共同化の取組み

１．集落協定の概要

市町村･協定名 熊本県菊池市 松 島
まつしま

協 定 面 積 田（100％） 畑 草地 採草放牧地
64.1ha 水稲、古代米他

交 付 金 額 個人配分 50％
1,325万円 共同取組活動 共同利用機械購入等費 11％

50％ 共同利用施設整備等費 6％（ ）
その他 33％

協定参加者 農業者 54人

２．取組に至る経緯

、 、本制度が始まるまでは 転作に対する助成金で共同機械の購入等を行っていましたが

高齢化等により、個人での営農には限界が生じていました。そこで本集落は集落内の農

業生産活動の体制整備を行うことを目的に、本制度に取り組み始めました。

３．取組の内容

現在では、交付金を活用してトラクターやコンバイン等の機械を購入し農作業の共同

化を図っており、また、共同機械倉庫や堆肥舎等の建設も行っており、持続可能な農業

生産活動へ向けた体制整備を行っています。

また、これらの共同利用機械・倉庫を活用して、新規作物の古代米の作付けを行って

おり、高付加価値型農業の実践にも取り組んでいます。この古代米の作付けには、県内

外から参加者を募集し田植え体験や稲刈り体験も開催しています。

さらに、現在では集落内の女性で組織する女性グループを立ち上げ、焼き釜でのパン

作りやお菓子作り、廃油石鹸作りを行い、また、各種研修会への参加や研修の受入れ等

も積極的に行っており集落内の活性化を図っています。本年度からは、食品加工にも取り

組んでいます。

共同利用機械・倉庫 女性グループ（焼き釜でのパン作り）



［集落の将来像]
集落内の水路、農道等、共同施設を整備し、農業生産活動をするための快適な環境をつくる。

［将来像を実現するための活動目標]
集落内の水路、農道等、共同施設の整備を行う。

［活 動 内 容］
農業生産活動等 多面的機能増進活動 農業生産活動の体制整備

農地の耕作・管理 田64.1ha 堆きゅう肥の施肥 高付加価値型農業の実践（ ）
（約10ha） 新規作物（古代米）を協定農用

地内の農地約8haに作付けを行
個別対応 っている。

個別対応
共同取組活動

水路・作業道の管理
・水路 年1回

年2回の草刈 多面的機能の持続的発揮に向け
・農道 年1回の簡易補修 た非農家・他集落との連携

年2回の草刈 集落内の農道・水路の草刈を、
協定参加者と非農家約10名が連

共同取組活動 携して行っている。

共同取組活動
農地法面の定期的な点検
（年1回及び随時）

共同取組活動

集落外との連携
○原井出用水路の草刈り・泥上げ作業を、集落外の農業者と連携して行った。

４．取組による変化と今後の課題等

第１期対策から10年が経過し、集落内の共同取組活動などを通して、構成員が共同し

ていくことについての意識が格段に高まりました。今後は集落での営農活動ができるよ

うな体制整備を整え、最終的には法人化を目指しています。

［平成21年度までの主な成果]
○集落での機械・農作業の共同化を図り、作業の効率化・低コスト化を図った。
（当初 8ha、H21までの実績 16ha)
○高付加価値型農業の実践を行った（新規作物の古代米の作付け）
○女性グループを立ち上げ各活動や研修会への参加・受け入れ等を行った。


